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今後の目標今後の目標

　詩吟を始めて50年。太美道場
でも25年指導を続け、詩吟を後
世に伝えるため模索する大畑富雄
さんにお話しをお聞きしました。

村祭りで出会った詩吟村祭りで出会った詩吟

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現在を活きる＋

プラス
」

でご覧ください。

詩吟で人生にうるおいを詩吟で人生にうるおいを 大畑 富雄大畑 富雄  さんさん

　詩吟は、青山に住んでいた 30
代の頃に地域の方に誘われて始め
ました。誘われた当初は詩吟に対
してあまり関心を持っていません
でした。なぜ始めたのかを思い返
してみると、小学５～６年生の頃
に青山での村祭りの舞台で詩吟と
剣舞が披露されていたので、その
時の良い印象があり、抵抗なくす
んなりと取り掛かることができた
のかもしれません。
　その後、浜益や平取町への転勤
を経て、平成９年に太美に越して
きてました。平成 11年２月には
町議会議員の方と日本詩吟学院岳
風会太美道場を立ち上げ、私が先
生となって指導したのを皮切り
に、太美での活動は今年で 25年
になります。

　詩吟を長く続けてきた大きな理
由の一つは、多種多様な方とのお

付き合いの幅が広がることです。
私が詩吟を始めた当初、学校の先
生や床屋の方、議員の方など様々
な職種の方がいたので、詩吟を通
して多くの方と関わりを持つこと
ができました。
　また、半年ごとに昇段するため
の審査会があったので、試験に向
けて毎日が忙しく充実していまし
た。学校を卒業してから試験を受
ける機会はあまりないので、試験
に受かったときの喜びを味わうこ
とができるのは、とても魅力的で
した。次の段を狙って努力してい
くことが励みにもつながっていま
した。
　詩吟は、５言絶句（五字×四句
=20 文字）と７言絶句（七字×
四句=28文字）の短い漢詩を主
に吟じるのですが、２句３息にし
て一区切りごとに呼吸するほか、
間延びをしない、止めるところで
しっかり止めるなどがポイントと
なります。また、暗記をする必要
もあります。ただ、75歳以上は
見ても良いことになっています。
声の出し方としては、叫んだり怒
鳴るのではなく、腹の底から力強
い声を出すということが必要で

す。なかなか悠々といかないので、
取り組みがいがあります。

魅力とは魅力とは

　現在、新型コロナウイルスの影
響による行動制限を受けたため、
詩吟全体の活動が低迷していま
す。若い人たちが詩吟を始めてい
ただくためにも、学校の授業の中
に詩吟を取り入れるなどをして、
子どもたちが詩吟への興味・関心
を持つきっかけを作れれば、裾野
が広がると思います。
　また、日本詩吟学院岳風会では
精神修養として、人格を高めると
いう大きな目標を掲げており、詩
吟を通して同じ目標を掲げる仲間
を増やし、世の中を良くできたら
と願っています。

気 力・活 力・生 命 力 を 養 い気 力・活 力・生 命 力 を 養 い
人 生 を 豊 か に す る 詩 吟人 生 を 豊 か に す る 詩 吟
あ な た の 楽 し み の 一 つ にあ な た の 楽 し み の 一 つ に
加 え て み ま せ ん か ！加 え て み ま せ ん か ！
教  場：西当別コミュニティー
　　　 センター（小会議室）
日  時：毎週木曜日
　　　  10 時～ 12 時
問合せ：☎ 26 － 2175（大畑）

全国吟道大会に出場した時の様子


